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青森県のリンゴ害虫防除をめぐる諸問題とその解決に向けた交信かく乱剤を用いた対応策

は　じ　め　に

性フェロモンを用いた交信かく乱法は，昆虫の配偶行
動をかく乱し，次世代の密度低下による被害低減を目的
とした防除法である。果樹では複数の主要害虫を対象と
した複合交信かく乱剤が利用可能で，これまで主に殺虫
剤削減のためのツールとして活用されてきた（櫛田ら，
2002；荒川，2005；高梨・猫塚，2010）。青森県のリンゴ
では，モモシンクイガ，ナシヒメシンクイ，ミダレカクモ
ンハマキ，リンゴコカクモンハマキおよびリンゴモンハ
マキを対象とした複合交信かく乱剤であるオリフルア・
トートリルア・ピーチフルア剤（コンフューザー® R，
以下，OTP-R剤）の地域ぐるみでの使用を推奨してき
たが，OTP-R剤を含む交信かく乱剤の使用面積は，ハ
マキムシ類やナシヒメシンクイが多発した年を中心に一
時的に増加したものの，おおむね 1,000 ha未満で推移
し，近年は 500 haを割り込む状況であった。しかし，
2024年（令和 6年）の「青森県りんご病害虫防除暦」
で OTP-R剤を基準薬剤として採用したことで，使用面
積は 5,000 haを超え，大きな動きとなった（図―1）。本
稿では，青森県の防除暦で基準薬剤として OTP-R剤を
採用した背景について紹介する。

OTP-R剤の普及に際し，全国農業協同組合連合会青
森県本部，県内各地域農業協同組合，青森県りんご協会
および青森県の担当課に多大なるご協力をいただいた。
また，信越化学工業株式会社には，急激な使用量増加に
迅速に対応して OTP-R剤を供給していただいた。本文
に先立ち，関係各位に厚くお礼申し上げる。

I　 リンゴの輸出検査におけるモモシンクイガ 
の検出

モモシンクイガはリンゴの果実内部を幼虫が食害する
重要害虫である。被害果の内部は糞などの排泄物で汚染
されて，生食用だけでなく加工用としても適さなくな
る。本種はリンゴの最大の輸出先である台湾において検
疫害虫として重要視されており，本種の寄主となり得る
生果実について台湾の輸入検査で 1頭でも発見されれ
ば，1回目は当該都道府県からの輸出停止，2回目は全
国からの輸出停止となる（横地，2007）。近年は継続的
に 3万トンを超えるリンゴが海外に輸出されており，そ
の約 7割が台湾向けであることから，輸出が停止された
場合には国内市場における果実の価格低下など，深刻な
影響が予想される。そのような状況下において，2023

年の輸出検査で青森県産のリンゴからモモシンクイガが
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図－1　青森県における交信かく乱剤の設置面積の推移（信越化学工業株式会社調べ）
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